




The aspect of pubertal development : The relationship with 





























































































ついて10項目からなる尺度を作成し. 1 1.経験していない~ 5. 経験したJの5段階評
定で回答を求めた。
( 3 )身体変化の受容 第二次性徴で身体変化が起きたときの感情を測定するため，上長 (2007)
を参考に，男性は「声変わりJ1発毛J1筋肉がついてきたJ1精通」の 4項目，女性は
「胸がふくらんできたJ1発毛J1皮下脂肪がついてきたJ1初潮」の4項目について. 11. 
嫌だった. 2. どちらかといえば嫌だった. 3. どちらでもない. 4. どちらかといえば




































客観的タイミングと 3群に分類した主観的タイミングのクロス表を Table2， Table 3に示す。
客観的タイミングの最頗は，男性が高 1(23件)，女性が小 5 (54件)であった。一般的に男性
の第二次性徴の発現年齢が12歳から14歳頃，女性が10歳から14歳頃とされているが，本研究にお
いても同様の結果が示された。男女によって宇会観的タイミングのばらつきに違いがあるかを確認








?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
??
? ?



























































遅い 平均 早い 全体





































































性の発毛に対する受容のみに有意差がみられた (F (2，238) =4.84，pく.01)。さらに多重比較を行っ
た結果，遅い群は平均群，~い群に比べ受存得点が高かった。この結果から，男性の発毛は他の
身体変化よりも他者との違いが意識化されやすいものであることが示唆される O 近年欧米では男




























晩熟群平均群 甲熟群 晩熟群平均群 甲熟群
ヤイ:ンゲ 4と~~II


























0.27 5.08* 4.65* 
料:p<.Ol，* : p<.05 
思春期の身体的変化に伴う経験の様相 131 
分散分析の結果，有意な交互作用がみられたため (F(2，363) =4.65)，単純主効果の検定を
行った。その結果，女子において対人的フィードパックの単純主効果が有意 (F (2，3639=4.14. 
p<.05)であり，半熟、群が晩熟計ーよりも有意に士、l人的フィードパック得点が高かった。また半熟
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